
2学年　希望学活動計画

学年テーマ

活動のねらい

単元の活動計画

興味のあることを深め、希望をもって卒業しよう！！

～来年度の研究テーマを見据えて～

　来年度の「海」の研究発表のテーマ決定に向けて、研究の手法の学習、調査・研究による発見の楽しさを味わう経験の蓄積、地域愛着の心の育成を図

るとともに、高校生の意見を聞いたり、観点を学んだりすることで関心のあることを研究する上での着眼点を身につける。

単元名 『調べたことを生かして、自己の生き方を考える』

これまで、キャリア講演会等を通して、将来の夢のもち方や、将来のキャリアをどのように考えていけばよいか多くの方からヒントをいただいてきた。

⇒今後、地域に残るにしても離れるにしても、その地域のよさや課題について考え、地域に思いを馳せる人になってほしい。そんな願いを込め、希望学に探究活動を取り入れ、その発表

や振り返りを通して、将来につながる力を身に付ける。様々な課題や困難を乗り越え、夢や希望を持ち、主体的に自己の生き方を考えることができる人になってほしい。

【興味を広げる】 【情報収集①】 【情報収集②】 【整理・分析】

【まとめ・表現】 【振り返り】

興味があること・調べたいこと・地域

で気になっていることを挙げ、研究と

は何かを考えていく。

➡朝のスピーチの活用

宿泊学習（海洋センターでの２日間の

学習）で興味のある講義を見つける。

重茂探求（宿泊学習の講義の一つ）

大槌沿岸センター宿泊研修の中で発表

するもの。

➡重茂らしいと思う風景やモノの写真

を撮る。

➡その重茂らしいものについてネット

ではなく、家族や地域の人に聞いてA４

一枚の紙にまとめる。

宿泊学習での講義を整理したり、本、

ネットなどでの情報収集を行い、現状

をさぐる。まとめる方法とまとめるこ

とがらをはっきりさせる。

➡宿泊学習

ipadを用いて講義についてまとめる。

➡訪問や電話（誰に話を伺うか）、図

書館での文献調査にて情報収集を行

う。

収集した情報を言葉・図・表などの手

段を使って、テーマが違う人や初めて

見る人にも分かりやすく伝えるように

Pagesにまとめる。来年度どんなテー

マで探求活動を行いたいかを想定し、

今後の取り組みの方向性を考える。

（できれば重茂とからめて）

レポート作成ツール（Pages）を使ったレポート作成を通して、来年度のテーマを見据

えながら、自分たちの活動を振り返ったり、他者のまとめを見たりする。

★文化祭（11/22）でレポートを掲示する。

レポートを振り返り、興味あるテーマに絞っていく。

奄美大島の高校生とのリモートや磯ラーメンの講義などを通して、研究のノウハウにつ

いて学び、来年度の探究活動への見通しをもつ。


